



A Study on Language Education in Elementary School （1）
















































































































































































































































































































































































































































































₄）ボールが、 坂道を  ころころ  転がる。


















₆a）姉が 楽しそうに  走る弟をながめる。









































































































































































































































































11a）茶色い目の 、 大きな  犬を飼っている宇宙人
11b）茶色い 、 目の大きな  犬を飼っている宇宙人
11c）茶色い目の  大きな 犬を飼っている宇宙人
11d）茶色い目の 大きな、犬を飼っている宇宙人
11e）茶色い目の 、 大きな 、犬を飼っている宇宙人
11f）茶色い 、 目の大きな 、犬を飼っている宇宙人
11g）茶色い目の 、 大きな  犬を飼っている宇宙人


























12a）× 茶色い  目の大きな  犬を飼っている宇宙人
12b）×茶色い目の大きな 犬を 飼っている  宇宙人
12a）をみるとわかるように、修飾関係で結ばれて
いる要素の間に別の修飾関係が割り込むことはない。
そして、12b）をみると、被修飾語（ここでは「犬」）
が修飾語（ここでは「飼っている」）に先行する係り
受けはありえないことがわかる5。それは、₇）～ 11）
の用例からも窺える。こういった活動は、日本語とし
てありえないものを考えるという点で、時間を要する
し、そもそも絵にできない児童・生徒もいることだろ
う。その際には、教師の側からありえない文をどんど
ん提示すればよい。そのうえで、解釈できる文の共通
点、ありえない文のおかしなところを考え、気づいた
ことをまとめさせる。このような活動により、「なぜ
おかしくなるのか」、「いかなる法則が働いているのか」
といった問いに自然につながっていく。係り受けの特
徴についてのすべてを明らかにする必要はないが、こ
の活動をとおして、係り受けの特徴としてなにがみえ
てきたのかについては、しっかりと自分のことばで書
かせておくことが重要である。それによって、係り受
けへの理解が深まり、⒞のねらいの達成となる。
以上が、「あいまいな文から文法を考える―ことば
の係り受け」の活動である。あいまいな文は、ことば
に興味をひくための道具であり、⒜のねらい達成のた
₅　基本的に修飾語は被修飾語に先行するが、修辞的な表現としてや話しことばなどでは、倒置の形や省略される形で使用され
る場合もある。
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めのきかっかけとなる。児童・生徒の間でしっかりと
解釈や絵の説明をさせることによって、意味を正確に
伝えるための工夫について考えることができる（ねら
い⒝）。そして、想定可能な意味解釈だけでなくあり
えない意味についてもみていくことで、あいまいさの
原因や係り受けの特徴がより鮮明になるのである（ね
らい⒞）。ここで紹介した活動によって、国語科教科
書であつかう内容はほぼ網羅できる。さらに、参考と
して示される修飾関係の特徴である①～④について
も、③を除いて本活動の中で確認できる6。教科書の
学習よりもさらに深いところまで学べるということで
ある。つまり、本活動は係り受けの理解のために十分
に有用なものであるということができる。
₅．おわりに
本稿では、言語能力を育むための「ことばの教育」
とはなにか、またそれを実現するためにはどうあるべ
きかについてみてきた。そのうえで、「ことばの教育」
に関する言語活動の紹介と提案をおこなった。本稿で
示したのは、筆者が大学講義内でおこなっている、あ
いまいな文を対象とした係り受けという文法事項の理
解を深める活動である。あいまいな文の意味解釈を考
えることは、身近なことばに興味・関心を向けるきっ
かけとして役立つものである。また、意味解釈につい
て単純なものから複雑なものへと順を追ってみていく
ことで、意味を正確に伝えるための表現方法の工夫
や、そこにみられる係り受けの特徴に気づくことがで
きる。国語科の教科書においても段階を追った係り受
けの説明はなされているが、本稿で示した活動によっ
て教科書よりさらに深い学びが得られるものと思われ
る。
さらに、本稿で紹介した活動からわかることは、私
たちがふだん使っていることばはある程度の共通理解
のもとで存在しているということである。その共通理
解とは、私たちが無意識のうちに持っている、これは
大丈夫、これなら通じるといった日本語の知識であ
る。それを体系的に明示化したものを文法と呼ぶので
ある。文法の学習については敬遠されがちであること
は₃節で述べたとおりである。しかし、アプローチの
仕方によっては、暗記ではない文法教育も可能なよう
に思われる。そのためには、文法をことばの教育の中
に位置づけることが必要であろう。本稿では、係り受
けをあつかったが、ほかの文法事項についてもことば
の教育の中での実践方法の検討が求められる。
₆　活動の進捗によるが、講義の時間が許すのであれば、11c）、11d）にある「茶色い目の大きな」の部分を「茶色い大きな目の」
と置き換え、「大きな茶色い目の」と比べながらそれぞれの意味解釈への影響を探る作業を加えたい。それにより、③の内
容についても確認が可能である。
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